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平成11年度に実施した農場実習の科
目名と各科目の履修者数を表に示した｡
これまで農場実習は主として農地生産
力開発学講座の教官が担当してきたが,
昨年度に引き続き作物機能調節学講座
の教官も担当しその数も増えた｡来年
度以降も,学部全体で学生の実習教育
を担当しようとする動きが,大きくな
ることを期待したい｡農場実習以外の
科目については,昨年度とほぼ同様の
体制で実施した｡
表 農場実習授業科目と履修者数
科 目 名 年次 単位数 履修者数(名)
農場実習Ⅰ(前期) 3 2
Aコース
Bコ-ス
Cコース
農場実習Ⅲ (後期) 3 2
Aコース
Bコース
Cコース
ll
16
15
4
5
4
農地生産力
開発学実習Ⅰ 3 2 10
開発学実習[ 4 2 13
(1)農場実習l(前期)川 (後期)
3年次生を対象に以下の3コースを前期･後期の3-
5時限に開講した｡
Aコース (木曜日)(畑作 ｡水田を中心)
Bコース (木曜日)(果樹 ｡野菜 弓も)
Cコース (金曜日)(畜産を中心)
授業の目標と職質:農学は応周科学であるので,請
義と実験だけではその本質に触れることはできない ｡
たとえ将来実験室中心の仕事に従事したり一見農学
と関係のない企業に就職するとしても,人間の生活
を支えている食料生産がどのように行われているの
か,そのためにどんな知識やノウハウと努力が必要
なのか,作物や家畜はどんな顔をして育っているの
かということを,実際にそれらを見て取り扱い,考え
てもらうことを目標とした｡
農学を含む生命科学に関係する多くの分野で,画
期的な業績を挙げた人々のことはよく知られている｡
しかし彼らのほとんどが最初から最後まで長い年月
に渡って,自分たちの研究材料である生物を自ら栽
培･飼育･観察していた,という事実を忘れてはなら
ないという点を両実習においてとくに強調した｡
実習卜日の構成 :農場実習は元来,1年を通じて
作物 ･家畜の栽培･飼育の体系,圃場 ｡気象の条件な
どを,系統立てて学ぶことが望ましい､｡しかし学部全
体のカリキュラムや学生の分属システムなどとの関
係から,通年実習とせずに前期 (Ⅰ).と後期 (ⅠⅠ)を分
けて別科目とした｡従って専門領域を栽培｡畜産系と
する学生はⅠ,ⅠⅠとも受講することが望ましいが,i,
IIのコース選択は必ずしも同一でなくてもよいとし
た｡それは講座開講の専門実習もあるので,それらと
のバランスを考慮して,目指す専門領域と異なる
コースをも受講することにも意義があると考えたか
らである｡
i,HともにA(畑作 ･水田中心),B(栄樹 ･野菜 ･
花井中心),C (山地畜産中心)のコースに分けて実
施した｡
学生の反応:全体として,圃場における作業の要領
を比較的早く理解できるようになってきた｡しかし,
自ら工夫してよりよい方法を試してみる,さらにそ
のことを仲間に伝達し共に楽しく作業効率を高めよ
うという意欲の有無という点においては,農場実習Ⅰ
においてすでに個人差が認められるようになってき
たo実習中にそのようなリーダーシップの発生過程
に対する反発が強くなるようなことはなかった｡す
でに学生間で自分たちの,比較的狭くなってきた学
部内での生活における秩序維持の感覚と,就職難な
どの社会的環境や大学外での多様な体験をも含めた
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彼らの安定志向の表出なのかもしれない｡しかし農
場実習ⅠⅠの段階では,ある場面ではフォロア-的な
立場に甘んじていたように見えた学生も,時に興味
ある反応や発想を表現することがあって,彼らの今
後の成長を信ずべきだと思わせられたことも多かっ
た｡
その他,農場実習の今後のあり方など:全般的に我
が国の高等教育の再検討がなされつつある中で,今
(1)農場実習 Ⅰ･Ⅰ
後岡山大学がどのようにして新たな展開をはかるべ
きかについて多くの論議がなされている｡さらに直
接的には全国の国立大学附属施設の長期的なあり方
について再検討を要請されている中で,当附属農場
の実習教育 ･研究を当面どのように構想 し実施すべ
きかという問題については,今後の大学院改組との
関連をも考慮する必要があり,またより短期的には
農学部における学部教育が新カリキュラムに移行す
Aヨ-ス日程表 (木曜日,3-5時限)
担当部門等 担当教官
前期
4.15 オリエンテーション
4.22 作付計画
5.6 水稲作付計画と種籾の予稽
5.13 ブドウの新梢管理
5.20 ムギ頬の播種と交配
5.27 水稲播種と乾田直播
6.3 ブドウのジベレリン処理
6.10 牛の取り扱い
6.17 タマネギの収穫
6.24 水稲移植
7.1 ブドウの摘粒
7.8 畑作収穫
7.15 サトイモ培土
7.22 ロボットによる省力作業
7.29 栄樹の接木
技術部
クロッピンク小システム
汎用耕地
果樹
クロッピンク小システム
汎摺耕地
栄樹
山地畜産
野菜･花き
汎用耕地
栄樹
タロッピンク小システム
栄樹
機械システム
栄樹
後期
10.7 オリエンテーション
10.14 キクの摘菅
10.21 水稲収穫
10.28 カキの収穫 ･脱渋
ll.4 畑作収穫
ll.11 ムギ類の播種
ll.18 畑作収穫
ll.25 畑作収量調査
12,2 稲藁収納
12.9 サトイモの収穫
12.16 圃場整備
1.13 和牛の審査
1.20 水稲収量調査法
1.27 栄樹の暫定
2.3 農業機械の操作
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技術部
野菜 ･花き
汎用耕地
果樹
野菜 ･花き
Jロッピンクやシステム
クロッピンク小システム
クロッピンクやシステム
汎用耕地
タロツピンク小システム
タロッピンクやシステム
山地畜産
汎用耕地
栄樹
機械システム
?
??
???
?
????????
?
?
?? ?????????
????
?
?????????????
?
?
??
る過渡的段階にあるという現状にも配慮が必要である｡
しかしこのような多くの複雑な背景があるにして
も,｢(2)農場実習卜ⅠⅠの目標と概要｣で前述した
ように,人類を含む地球上のあらゆる生物とそれを
とりまく環境を対象とする研究においては,たえず
自らの手で生命に触れることが必須である｡とくに
人類の食料生産確保を目指すべき応用科学である農
学においては,フィール ドでの体験をベースとして
別
?
研究が存在しうるということを学ばせる実習教育が
重要である,ということを忘れてはなるまい｡個人が
なし得る研究の範囲がますます狭くなる可能性が高
いことを考えれば,農学部における教育の早い段階
において1回に少人数を対象として,生物学の基本に
関する講義に閑達しかつ比較的長期間連続する,相
当の肉体的労力をも伴う実習内容とその方法とを追
求する必要があると思われる｡
Bコ-ス日程表 (木曜日,3-5時限)
担当部門等 担当教官 備考
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4.1.5 オリエンテーション
4.22 リンゴの受粉
5.6 キクの挿し芽･定植
5.13 果菜類の定植
5.20 ムギ類の種と交配
5.27 作付計画
6.3 モモの摘果 ･袋掛け
6.10 牧場概要 ･牛の取り扱い
6.17 ブドウのジベレリン処理
6.24 水稲移植
7.1 ブドウの摘粒 ･袋掛け
7.8 キクの摘曹
7.15 カキの摘果
7.22 ロボットによる省力作業
7.29 果樹の接木
全員
果樹 福田
野菜 ･花き 後藤
野菜 ･花き 村上
Jロッピげ システム 吉野
クロッピンクやシステム 黒田
栄樹 久保田
山地畜産 河本
果樹 福田
汎用耕地 斎藤
栄樹 福田
野菜･花き 後藤
栄樹 福田
機械システム 門田
果樹 久保田
後期
10.7 オリエンテーション
10.14 .キクの摘曹
10.21 水稲収穫
10.28 カキの収穫･脱渋
ll.4 球根類の定植
ll.11 ムギ類の播種
ll.18 タマネギの定植
ll.25 畑作収量調査
12.2 稲藁収納
12.9 サトイモの収穫
12.16 圃場整備
1.13 和牛の審査
1.20 葉菜類の収穫 ･残菜収納
1.27 果樹の努定
2.3 農業機械の操作
野菜･花き
汎用耕地
栄樹
野菜･花き
クロッEDンク､'システム
野菜･花井
クロッt:Oンク"システム
汎用耕地
タロッピンク1'システム
クロッピンクやシステム
山地畜産
野菜 ･花き
栄樹
機械システム
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
(2)農地生産力開発学実習 ･実習Ⅰ
カリキュラムの再編により,今年度から3年次生を
対象にした授業科目の農地生産力開発学実習 Ⅰが農
地生産力開発学実習となった｡
授業の員噂と槻蟹 :農地生産力開発学実習と開発
学実習 Ⅰについては,農業技術者,農業教育者,地域
農業指導者としての資質を強化する目的で,学生の
所属する分野教官が主として担当し,内容の一部を
集中実習としてこれまで,同様に本島農場で実施 し
た｡本島農場では,夏期に錐柑類の摘果を,冬期に収
穫をそれぞれ行った｡昨年に比べ,温州 ミカンは着果
量が多く結実率も良好であった｡そのため,12月の
収穫作業は例年に比べ十分な時間をあてることがで
き,実習効果も高まった｡収穫作業の後に行った柑橘
規の試食会も,学生に好評であった｡
Cコ-ス日程表 (金曜日,3-5時限)
担当部門等 担当教官
前期
4.9 オリエンテーション
4.16 キクの挿し芽 ･定植
4.23 作付計画
4.30 牛の取り扱い
5.7 乾草調製
5.14 和牛の管理
5.21 試験場見学
5.28 草地の管理
6.4 サイレージ調製
6.11 和牛の削蹄
6.18 牧場等見学
6.25 水田管理
7.2 ブドウの摘粒 ･袋掛け
7.9 果菜類の収穫
7.16 ロボットによる省力作業
後期
10.1 オリエンテーション
10.8 和牛の管理
10.15 和牛の飼育管理
10.29 子牛の去勢
ll.5 和牛の審査
ll.12 SAGUSystemの修得
ll.19 和牛の審査
ll.26 家禽頬の飼育管理
12.3 稲藁収納
12.10 草地の管理
12.17 サトイモの収穫
12.24 和牛の審査
1.14 和牛の削蹄
1.21 農業機械の操作
1.28 草地の管理
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技術部 河本 ･岸田 ･吉野
野菜 ･花き 後藤
クロッピング､システム 黒田
山地畜産 河本
山地畜産 河本
山地畜産 河本
山地畜産 近藤 (康)
山地畜産 岸田
山地畜産 岸田
山地畜産 岸田
山地畜産 近藤 (康)
汎用耕地 斎藤
栄樹 久保田
野菜 ･花き 村上
機械システム 門田
技術部 河本 ･岸田 ･吉野
山地畜産 岸田
山地畜産 岸田
山地畜産 河本
山地畜産 河本
山地畜産 黒田
山地畜産 河本
山地畜産 岸田
汎用耕地 斎藤
山地畜産 岸田
タロッピンクやシステム 吉野
山地畜産 河本
山地畜産 岸田
機械システム 難波
山地畜産 岸田
∴ 杵 -1､十 ト ー
牧場実習は,本学と島根大学および鳥取大学との間で単位互換制を
とっており,3年次生を対象とした1単位の科目である｡なお,本年度
から岡山大学の受講生は2単位となった｡それに伴い,実習の時間数が
大幅に増えた｡そして,応用動物機能学講座の教務委員,津高牧場の兼
担教官と農場専任教官からなるワ-キンググル-プを発足させ,実腎の
内容について原案を作成し,これまで以上に教育効果を高めるための準
備をした｡その結果,37名の履修者があり,昨年度の12名を大きくこ
えた｡以下,平成11年度における牧場実習の受講者数,日程表,学生
の感想と要望についてそれぞれ示したo
撃生駒飯場実習に関する感想と要望
⑳想像以上に楽しく過ごせた｡料理当番も楽しく,岡
山県の特産品なども食べることができ,嬉しかった｡
牛の分娩に立ちあったものの,死産となってしまい,
非常に残念だった｡8/30が予定日だった牛が出産し
てくるかも･日 と期待していたが,残念ながら見ら
れなかった｡
作業等はなかなかきつかったが,牧場ならではの
仕事もでき,充実していたと思う｡ただ,昼食後に休
み時間を30分程とってもらえると,午後の講義を
もっと有意義なものにできたと思うので,来年から
は休憩時間を取り入れることを提案する｡
4泊5日はちょっと長い気がする｡2泊目あたりで
もう帰りたくなってしまった｡せめて3泊4日にして
はどうでしょうか?
他大学の子とも仲良くなれ,とても良かった｡各教
官,技官さんたちにとても感謝してます｡ありがとう
ございました｡
⑳食事はおいしくボリュームもいい感じでした｡
お風呂に12時頃入ったら水しかでなかったので
とってもとってもショックでした｡
講義もたぶんおもしろいことをして下さったので
しょうが,なにせ実習が大変で寝てました｡昼休み
(お昼寝)時間をつくったらどうでしょうか?
やっぱり実習は楽しかったです｡あと子牛の生ま
れるところが見たかったです｡
あと,アイスクリームおいしかったです｡作って下
さった方,ありがとうございます｡
表 牧場実習の受講者数
大学名 受講者数 (名)
?
?
?
??
⑳実習は面白かった｡
講義は使用した部屋が狭い為か,窮屈に感じた｡ス
ライドやビデオが見にくい席もあったので,やはり
机の向きは食事時とは変えた方が良かったのかもし
れないと思う｡
牧場管理と畜舎実習は区別する必要はないと思っ
た｡
食事の用意は実習よりも忙しく,非常に疲れたの
で,金銭的に高くついても,自分達では作らない方が
良かったのではないか｡
一番印象に残った事は牛の死産であった｡死んだ
子牛を解剖させてもらいたかった｡
⑳｢昼寝の時間｣はぜったい必要だ 日 どうせ講義の
時間寝てしまうくらいだったら講義遅らせてでも1
時間くらい昼寝の時間をとるべき｡ほとんど昼の講
義は全滅で意味ないと思います｡それにあくまで実
習なんだからもっと実験とかやってほしい ｡講義な
んて,こんなとこまで来なくてもできると思います｡
ごほんはとても豪華でした｡でも多すぎた気もし
ます｡
全体的には良かったと思います｡いろいろありが
とうございました｡
⑳楽しい実習でした｡でも4泊5日は少し長かったで
す｡
お昼に1時間,昼寝の時間がほしいです｡作業が多
かったのが良かったと思います｡初めて牛の世話を
して,最初は恐かったけど,慣れると牛舎実習が楽し
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牧場実習日程表
時刻 8月30日 (月) 8月31日 (火) 9月1日 (衣) 9月2日 (木) 9月3日 (金)
6:00738912 起床 起床 起床 起床
牧場管理 炊事 牧場管理 炊事 牧場管理 炊事 牧場管理 炊事
岸田 岸田 河本 河本
朝食 朝食 朝食 朝食
清掃 清掃 清掃 清掃
畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習
野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑
Ⅰ班 Ⅱ班 Ⅰ班 Ⅲ班 Ⅰ班 Ⅱ 班 Ⅰ班 Ⅱ班
直腸検査の基礎と応用奥田 飼料の貯蔵と利用西野 人工授精と受精卵移植の基礎舟橋 和牛の審査河本 草地の管理岸田 和牛の衛生管理近藤 和牛の衛生管理近藤 草地の管理岸田
集合 昼食 昼食 昼食 昼食
12:3030457920 移動 休憩 休憩 休憩 休憩 .清掃
諸注意沿革 .見学岸田 Ⅰ班 Ⅱ班 Ⅰ劫三 Ⅲ斑 乳の加工と検査法 人と動物
飼料の貯蔵と利用西野 直腸検査の基礎と応用奥田 和牛の審査河本 人工授精と受精卵移植の基礎 宮本 阿部
家畜として 食肉の色調変化 家畜の種 .品種と
和牛の持つ意味河本 舟橋 泉本 遺伝的特性佐藤
畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習 畜舎実習
野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑 野久保 .川畑
入浴 入浴 入浴 入浴
夕食交流会 .片付け 夕食 夕食 夕食
講義 : 講義 : 講義 : 懇親会片付け
牛の繁殖管理丹羽 牧草蛋白質を食べる-緑葉蛋白の話-西野 和牛の審査河本
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間
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みになりました｡食事が,かなり良くて,おいしかっ
たです｡島大の4人が班も部屋もみごとにバラバラ
で,話せるようになるまではつらかったです｡
サイレージづくりや出産や人工授精と,たくさん
の体験を通して,畜産の大変さがわかりました｡
講義もかなりつらかったけど,島大のように畜産の
ないところから来た私には,理解の助けになりました｡
⑳とても内容の濃い実習だったと思います｡私は畜
産を勉強していないので,実際に牛に触れたり,給餌
したり,排糞したりできた事が一番良かったです｡直
腸検査や,子宮に実際に人工授精器を入れるのは,精
神的なショックが少しあったけれど,良い経験にな
りました｡ただ,講義や実習が朝から塊までびっしり
つまっていて,休む暇がなくて大変疲れました｡夕食
後の講義は,疲れているので,どうしても眠くなって
しまうので,できれば,やめてはしかったです｡あと,
朝食や昼食後,すぐ行動しなければならなかったの
で,休憩時間がもう少し欲しかったです｡食事はすご
くおいしくて満足でした｡バーベキューもとても楽
しかったです｡3日臼くらいまでは4泊5日は長すぎ
ると思っていましたが,振り返ってみると,短かった
ような気もします｡
普段は,他大学の人たちと一緒に講義を受ける事
はないので,この実習に参加して,他大学の方々と交
流をもてた事もよかったです｡
あとは,鳥大と島大が二単位なら良いのですが｡
教官の先生方,お疲れさまでした｡ありがとうござ
いました｡
⑳1日目,2日目あたりでかなり帰りたくて,きつかっ
たけど,バーベキューの時点で,あともう少しで帰れ
るという実感がわいてきて,楽になった｡4泊5日は
短いようですごく長かった｡
この実習の間の楽しみといえば食事くらいしかな
かったけど,それなりになかなかおいしくて良かっ
たと思う｡食事の準備係になれば,作業がないという
小さな書びもあった｡
実習の内容についてだが,講義はほとんど寝てい
て聞いてなかった｡作業については,人数が多すぎる
という印象があった｡班の数を増やして,ローテー
ションで作業を休めるようにすればいいのに- ･と
思った｡さらに,飲み会の後の作業や6:00起床はか
なりきつい｡最終日はゆっくり起きて,掃除をしてあ
とは帰るだけという風ならいいのに｡
とにかく終わって良かった｡先生方お疲れさまで
した｡
⑳今回の牧場実習に参加して良かったと思う｡食事
もおいしかったし,他大学の人とも仲良くできて楽
しかった｡実習は2日目,3日目には最終日まで体力
的に持たない気がした｡いろいろな事をさせても
らっておもしろかった｡昼食後はほんとにしんど
かったので,昼寝できる時間がほしい｡講義はたくさ
ん寝てしまった｡"和牛の衛生管理"のときの牛の採
血がおもしろかった｡
4日目の夜の懇親会で,いろんな人と話ができて良
かった｡岸田先生お疲れさまでした｡
⑳直腸検査や採血,人工授精の方法など,機会がない
と行えない体験が出来,とても勉強になった｡午後の
講義では,作業の後ということで,ねむくなり易いの
で,きびしい面もありましたが,今回の牧場実習ス
ケージュ-ル (が)キュラム)はなかなか良いもの
だったと思います｡
他校との交流の場も何回かあったし,宿泊棟での
生活もそれなりに自由にさせていただいたので,と
ても楽しく,牧場実習を行いました｡
また,お風呂もほぼ24時間入浴できたので,シャ
ワーを浴びたいと思った時に浴びることができた事
也,私たちにとってはうれしい事でした｡ただ,渇舟
に水をためている間はシャワーからお湯が出なかっ
た事が残念です｡
⑳長いと思っていた実習もあっという間に終わって
しまいました｡
この実習をとって感じたことは農家の大変さでい
た｡私は5日間しかしませんでしたが,農家の人は
365日年中無休で働いていると思うと,私には絶対無
理だと思いました｡
初めて,牛の出産を見ることができたことも,いい
経験でした｡死産でしたので残念でしたが,このよう
なハプニングも起こりうることが分かり,ためにな
りました.数パーセントの確率でしか起こらないこ
とに遭遇できたと思うと,ラッキーだったのかもし
れません｡
実習の内容は充実していたと思います｡大学の実
習等で経験済みのものもありましたが,忘れかけて
いるものもありよい復習になりました｡
講義の中で一番心に残っているのは,｢家畜として
の和牛の意味｣でした｡ビデオを見ましたが,獣医学
科のものにとっては,今後,大動物臨床を目指す時に
とても参考になるビデオでした｡食事後や夜の講義
でスライドばかりで説明されると,居眠りをしてし
まいがちなので,食事後は講義をなるべく避けるor
眠くならないように工夫してほしいです｡
食事は良かったと思いますが,レトル トや冷凍の
ものがすごく多くて,温かみがなかったです｡手間が
かかるかもしれないけど,自分達で簡単に作れるも
のにした方がいいと思いました｡
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⑳私は島根大学から初めて他大学の講義に参加しま
したが大変有意義なものでした｡まず嬉しかったの
が食の充実と自由行動の多さでした｡他大学へ来て
ドキドキしていた所へ ｢食べることも大切 !岡山を
楽しんで下さい｡｣や ｢夜,飲みたい人もいると思う
ので｣等々,すごく自由が許されているのにはビック
リしました｡
実習についてはすごく楽しく,すごく興味がもて
ました｡私は生態環境科学科へ行っていますが,畜産
に関係することはまったく学習しておりません｡農
業高校へ行っていた時に少しだけ経験しているぐら
いでした｡しかし,岡山大学の先生方は教え方が大変
分かりやすく,まったく知識がなくても十分理解で
きるし,興味ももてました｡何より牧場実習の名にふ
さわしく,実習中心になっているため,講義を聞くよ
りよく分かり身についたと思います｡変に長い授業
をせず,本当に今必要な内容に沿った要点だけを教
えて実習にうつる手際の良さには毎日毎日驚きまし
た｡何より一番自分で驚いたのが,講義で眠いはずな
のに寝ずに起きていたことです｡それも講義がおも
しろく興味をもてたからだと恩いました｡4泊5日な
んてすごく長いんだろうと思っていましたが,あっ
という間にもう明日で終わりという状態｡いかに自
分がこの講義に夢中になれたかということが分かり
ました｡
一つつらかったのがスケジュールのハードさでし
た｡実は8月9日に貧血で倒れて,この講義に来るま
で20日近くずっと寝たきりだったんです｡この集中
の間もずっと薬を飲んでいました｡体調のいい人で
もつらいなら,もう少しスケジュールをゆるめない
と講義中寝てしまうなど実にもったいない状況をつ
くってしまうと思います｡(せっかく楽しいのに)今
回は何とかして起きててもらおうとしていた先生方
の温かい心づかいにより,さまざまな形であきのこ
ない集中講義でした｡
今まで島根大学でも集中を受けてきましたが,こ
こまで楽しかった集中はありませんでした｡本当に
いい勉強,いい経験ができたと大変感謝しておりま
す｡本当にこの4泊5日お世話になりました｡また機
会があれば参加させていただきたいです｡あとは単
位が2単位になるよう願うのみです｡
⑳岡山大学の学生がリーダーになってもっと動けれ
ばよかった｡(特に山畜の学生)他大学の方も積極的
に動いていたので良かったo津高牧場の外観,立地条
件を詳しく知りたかったので,沿革,見学の時間をた
くさんとって欲しかった｡(9月1日現在)
畜舎実習では時間をもてあましている人も何名か
見られたので,人数の配分を少なくした方が,作業効
率が上がると思います｡(大学生ならば,自分で何か
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仕事を見つけることが出来ると思うのですが)
講義中に寝ている学生さんも多々おられましたが,
せっかく先生方が夜に講義をして下さっているので,
もっと気合いを入れて聴くべきだと思う｡または,夕
食後,少し休憩の時間を取っても良いと思う｡
鳥大,島大の方が,野久保技官に進んで質問をして
いるのはとてもすぼらしいことだと思った｡8月31日
に死産だった子牛がいたが,胸が苦しいという気持
ちと同時に,出産とはこのようなものなのかと痛感
した｡人工授精から2細胞期->腔盤胞1-･>肱への発生,
着床,など多くの過程を経て出産までに至ることを
意識することが農学部にはいった意義だと感じる｡
ただ子牛が生まれるところを見たいというだけでは,
農学部にはいった意義がないと思う｡そのあたりを
皆さんがどう思っているのか知りたい｡出産までの
知識を得るための講義だったと感じるので,寝てい
る人はもう少し頑張って聴いて欲しかった｡私も西
野先生の講義が聴けなかったので,とても残念です｡
⑳4日間お世話になりました｡疲れましたが楽しい実
習でした｡
牧場実習という割に,外での実習が少なく,牛と実
際にふれあうチャンスが無かったのが残念でした｡
直腸検査と血液採取がすごく｢実習｣という感じがし
て良かったです｡
朝,夕の畜舎実習は人が多く,何もすることが無い
人もいたのが残念だったと思いました｡もっと人も
少人数ずつ振り分けたらいいのに-･と思いました｡
今回の実習は欠席者が多いとのことでしたが,隻
中の届出を出す期日が夏休みのだいぶ前なので,届
出を出しても,先の予定が見えない分,"一応届出だ
けを出しておこう"という学生が多かったのではな
いかと思いました｡夏休みに入る直前にもう一度,出
席者(キャンセル者)確認をとったら良いのではない
かなあ･･･と思いました｡
講義は60分という短時間だったので,先生方も内
容をより濃いものに･-と工夫して下さったせいか,
興味深いものが多いと恩いました｡ただ,朝早くから
のなれない作業で体が疲れて,眠ってしまう学生が
多く,先生方がせっかく授業をしても聞いていな
い- ･という状態が続いてしまい残念だったと思い
ます｡
せっかく学校から離れ,周辺が農業環境に適した
所なので (!?),外に出て,空の下での勉強がもっ
ともっとあったらいいのに- ･と思いました｡(例
えば,草刈りをしながら雑草の名前やその管理-･?
を覚えるとか)
⑳朝が早いのがだめでした｡それ以外のことは何も
かもが新鮮で受講してよかったなあと思います｡
初めて牛と接してみてよい体験が出来た｡食事が楽
しみでした｡お風呂の順番待ちがつらかったです｡
⑳内容について:実習については間顕ないと思う｡講
義が睡眠時間になっているきらいが多少ある｡
食事について :今日までの合宿の中で最も旨いも
のを食べさせてもらった｡来年もこのシステムでこ
の水準のものなら満足させられると思う｡
その他生活全般 :お風呂については自分的に問題
ない ｡ベットについては上段はかなり注意しないと
｢メキッ｣とか｢バキッ｣とかいう音が多少恐かった｡
参加費:最初は少し高いと思ったが,後に,それほ
ど気にならなかった｡
総合 :全体に良い授業だった｡楽しかった｡
⑳昼間の休憩が短かったのが少しきつかった｡食事
が豪華でとても多かったです｡もう少し少なくても
良かったかな- ･｡実習では,お産を見れたり,午
とすごく近くで接することができたりできて良かっ
た｡期間が少し長いな,という気がした｡
⑳講義を受けながらの実習 (直腸検査,審査,人工授
精,採血)は,頭で理解するだけでなく,体で陪えら
れるのでとても解りやすかったです｡
講義よりも,食事を作る方が大変でした｡時間に余
裕がなくて,実習から講義に移る時など,バタバタし
て大変でした｡実習内容はとても良いと思います｡体
を動かして作業をするとすぐに憶えられて良かった
です｡
⑳もっと実習が多いと思っていたら,結構講義が多
かった｡私としては実習が多い方がいいと思う｡講義
をしてもらってもやっぱり慣れない生活での疲れが
あって眠ってしまうし,せっかく牧場にいるのだか
らその方がいいと思う｡
ご飯は少し量が多い｡自炊をするというのは班で
協力して行うという点も含めて良かった｡
今回,牛の採血を行ったが良い経験になった｡もっ
とこういうのが増えると実習に参加した意義があっ
たともっと感じたと思う｡
⑳牛と一日中関わったことはなかったので,牛の世
話の大変さを実感した｡牛の管理は,えさのやり方
(種類)も一頭 (小屋ごと)に違っていて,育て方に
よって考えなくてはならないことがたくさんあるの
だと思った｡残念だったのは元気な子牛の生まれる
ところが見られなかったことだが,生まれるところ
を見たのは初めてだった｡すべてが自然に無事に生
まれてくるのではなく,生まれるということは大変
な事だと改めて思った｡
生活については,朝のスケジュールが少しきびし
かった.5分10分の休みでも寝ていたoご飯はすご
くおいしかった｡きっと体重計に乗ったら恐ろしい
ことが起こっているだろう｡･･
岡大,島大の人との交流もできて,すごく良い実習
だった｡
⑳楽しかったです｡食事が豪華なのにビックリしま
した｡でも講義は疲れていてほとんど寝てしまった
ので,作業後に休みをもっと取るとかすれば良かっ
たと思います｡他大学の人たちと交流もできたし,実
際に牛に触れていろいろな作業をして世界が広がっ
たような気がします｡
⑳食事の充実はすごかった｡レトル トが多かったの
は,少し,あれだったけど,おいしく食べられた｡
朝早くてきつかったが,来年からは,5時起床ぐら
いでも良いのではないだろうか｡なかなか良い実習
だったと思う｡
⑳牧場実習といえど,牛に直接触れるということが
少なかったように思える｡先生方の説明を聞き,知識
を深めるのも良いことだが,これから動物を扱うも
のが,このような機会に牛に触れ,牛に慣れ親しむこ
とも重要であると思う｡
さすがに,1階での講義の際,みんな眠たそうであ
る｡また,奥田先生と舟橋先生が説明された内容が,
共通する部分が多かったので,そのような点は事前
で打ち合わせ等をして頂けないかと思う｡
⑳直腸検査,血液のサンプリング,えさやりなど,今
までやったことがないことができ楽しかったです｡
僕は今まで,作物についてしか知らなかったけれど,
今回の実習で動物と作物とのかかわり,人とのかか
わりを知り,いい経験になりました｡
少し困ったのが洗濯でした｡人数が多かったので
順番待ちが長かったです｡1台水漏れがおこり大変で
した｡トイレが1階にあるのでわざわざ3階から降り
てするのが面倒だったです｡
お茶が常備してあったのには助かりました｡
先生方の講義はスライド,OHPを上手く使用さ
れており,また,様々な分野について学べたので良
かったです｡有意義な5日間だったのでこれからも
ずっと続けていってほしいです｡それにしてもサイ
ロは高かった｡またのぼりたい｡
⑳苦しかったけど,楽しい4日間でした｡お世話にな
りました｡
1日中作業服で過ごすことを最初にくれたプリント
に書いていてはしかったです｡また,洗濯機の数も教
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えてほしかった｡それから,ハンガーがないので,莱
年は増やすか,ハンガーか洗濯ひもを持参するよう
に書いてほしい｡
それから,今年,欠席者が大量に出たので,休まな
いように最初にお金を納めさせるか,〇〇日までに
欠席の連絡をせずに休んだ人は,半額お金を払わせ
るなどのシステムをとるべきです｡そうしないと,班
の人数に差が出て,作業が大変です｡
お風呂の順番争いがとても大変だったので,どう
にか工夫して,ズムーズにできないかな,と思いまし
た｡順番を決めて,その時間に入らない人は〇〇時以
降に入るようにする等してはしいです｡
授業は疲れていて,一度もまともに聞いていませ
ん｡作業がもう少し楽になるとよいのにな,と恩いま
した｡でも,先生が寝かせておいてくれるので,作業
を経験するのがメインということでよいのかもしれ
ません｡
*個人的に,お休みをもう30分増やしてほしかっ
たです｡そうすれば,約1時間お昼轟ができるのに
な ･･
⑳･事前に持ち物をもっと詳しく知らせて欲しい｡普
段着は必要ない,など｡
･欠席するものは届出を出すようにしたらどうか｡
･食事の量が多い｡また,量 (品数)の片寄りがある｡
(スイカが美味しかった｡)
･スケジュールがつまっていで忙しい｡
･班によって仕事量に差がある｡
･他大学と合同である事は意義がある｡(刺激し合え
る｡交流ができる｡)
･風呂場が小さい｡(シャワーの数が少ない｡)
･牛が身近に感じられてよかった｡
･トウモロコシ刈り一番大変だった｡(二番目は草地
の管理の乾燥した草を運ぶこと｡)
･血液採取は緊張したが良い経験になった｡
･時間割だけでなく,講義の概容も簡単に載せて欲し
い｡(何を行うのかが分からない為｡)
･全体を通して眠い｡
･先生方が生徒の事をよく考えていて下さっているの
がよく解った｡
いい経験になりました｡有り難うございました｡
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⑳朝6時の起床はきつい｡朝起きて30分しか時間が
ないというのは少ない ｡せめて40分欲しかった｡
実習内容は前期の実習とほぼ一緒だったから少し楽
だった｡牧場のアイスはおいしかった｡自由時間はた
くさんあったから良かった｡
実習で疲れている身にとっては講義はいい睡眠時
間でいくらか疲れがとれて次の作業に行けたけど,
講義している先生にとってはどうなんだろう,とい
う感じだった｡学生にとっては貴重な睡眠時間｡
お金は当日ではなくてあらかじめ前から集めた方
が赤字にもならなくていいのではないでしょうか｡
とても疲れていつも帰りたかったけど,楽しかった
です｡
⑳必修ということもあり,最初はいやいや釆ました｡
しかし,3日目,4日目になるにつれ,みんなと仲良
くなり,作業もだんだん慣れてきました｡いい経験し
ました｡でも,もう来たくありません｡やはり朝が早
くスケジュ-ルがきついからです｡お世話になりま
した｡
⑳何もかもが新鮮で受講してよかったです｡講義や
作業だけでなく,他校め人や多くの人たちと接する
ことができて,とてもよい経験になりました｡
⑳牧場実習のスケジュールは良いものだったと思う｡
ただ,牧場実習でこのアンケートを行うのはどうか
と思う｡理由は,アンケートの項目 (内容)が,この
実習に適していないからです｡
お風呂の方はいつでも入れるように,ボイラーを
つけておいて欲しいものである｡なぜなら,汗ばむこ
とが何度かあって,シャワーを浴びたいと思っても,
水しかでないからです｡
⑳かなり疲れましたが,実習の内容自体は思ったほ
どハードではありませんでした｡ただ,食事の講義は
どうしても寝てしまうので,お互いの為にもやめた
方が良いと思います｡それと,4,5日目の午後の講
義の時間が長すぎるので,これも短くした方が良い
と思います｡言いたいことはまだまだありますが,始
めに書いたように,想像していたよりは充実した実
習でした｡
'･.こ. :l与∴言 .=:.'1一 十 一
2年次生を対象に,前 ･後期に分けて,月曜日3-5
時限に開講する｡ただし,平成11年度からの新カリ
キュラムへの変更に伴い.本実習は今年度限りと
なった｡
授業の目標と概要.一実際に作物を栽培したり,家畜
を飼育することを通じて,刻々と変化する動植物に
対する観察力や農業生産技術に対する洞察力を養い
農業生産における技術体系と,地域環境の保全に果
たす農業の役割を,実際の一貫した農業生産の場に
おける体験を通じて,広く認識できるようにするこ
とを目標とした｡
そのため,水稲,畑作物,野菜,花,栄樹,家畜な
どを対象とした科目別実習に加えて,各班4-5名程度
の班別実習を行った｡前期はスイカ,後期はホウレン
ソウについて,播種から栽培管理,収穫,その後の実
験結果の整理までを各班が責任をもって行うことと
する｡栽培記録と実験のレポートを前･後期それぞれ
の終了時に提出させ,出席率,実習に対する取り組み
の態度などとともに成績判定資料の一部とした｡
構成:本実習は,基礎生物学実験,基礎分析化学実
験とともに2年次開講の基礎実験 ･実習であり,前 ･
後期の月曜日に分けて各45名程度の学生を対象に行
われた｡それぞれの学生は,前期は基礎生物学実験と
基礎農学実習,後期は基礎分析化学実験と基礎農学
実習とを併せて受講でき,それぞれの開講曜日を配
慮したことにより,3科目すべてを受講することも
可能であるようにカリキュラムが編成されてきてい
たので,本年度もその方針に従った｡
履修状況 :前期 :47名,後期 :48名
学生の反応:おおむね莫面目に,かつ日を経るに従
い興味を持って楽しみながら履修する学生が増える
一方,従来と同様,圃場での実習に意義を見出せず,
ただ実習が終るのを待つ,ないしは真面目に実習を
している友人の足を引っ張るような言動をとる者も
いた｡しかし,そのような者は比較的少なく,ほとん
どの学生はそのような者に対して適当にあしらい,
自分と気の合う同級生とのペースを守って,フィー
ル ドでの実習を行い,それなりに自己充足感を味
わっていたように思われる｡
班別実習.'本年度は,新規開講科目の増加その他の
事情から,従来3種の作物を対象とした班編制であっ
たものを1種に限った｡本実習は毎日の観察と作業を
必要とするため,1回の人数が大幅に増え,担当教官･
技官の負担と,とくに後期のハウス確保の点で難し
い問題が生じた｡しかし担当教官･技官の努力と学部
教務委員会および大学院の関係委員会の協力によっ
て,Teachingassistant2名を確保できて,なんとか
実習を遂行することができた｡
学生はこの実習に対して非常に熱心で教育効果も
高いと思われるので,実施に際しての負担は大では
あるが,今後もなんらかの形で実施を継続したいと
考えている｡
基礎農学実習日程表
前期コース
担当教官 実施場所 備考
附属農場
浬高牧場
4.12 オリエンテーション 吉野他
4.19 草地の利用管理 岸田
4.26 植生調査 吉川,坂本,嶋 半田山
岡山農場
岡山農場
半田山
岡山農場
津高牧場
岡山農場
八浜農場
岡山農場
岡山農場
見 学
岡山農場
5.10 ムギ類の交配 吉野
5.17 リンゴの栽培管理 久保田,福田
5.24 昆虫相調査及び標本作成 中筋,藤崎,佃
5.31 花井の栽培管理 後藤
6.7 和牛の管理 河本
6.14 野菜の栽培管理 村上
6.21 水稲の栽培管理 暫藤
6.28 畑作物の栽培管理 黒田
7.5 ブドウの栽培管理 久保臥 福田
7.12 農業団体や自家農家見学 小松
7.19 農作業機械の構造と取扱い 難波,近藤,門田
班別実習担当者:吉田,村上
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基礎農学実習日程表
後期コース
内 容 担当教官 実施場所 備考
10.4 オリエンテーション 吉野他 附属農場
10.11 昆虫柑調査及び標本作成 中筋,藤崎,佃 半mll
10.18 水稲の収穫 暫藤 岡山農場
10.25 植生調査 吉川,坂本,嶋 半 田山
ll.1 果樹の栽培管理 久保田,福田 岡山農場
ll.8 花井の栽培管理 後藤 岡山農場
ll,15 野菜の栽培管理 村上 岡山農場
ll.29 栽培植物とその近縁種 吉野 岡山農場
12.6 畑作物の栽培管理 黒田 岡山農場
12.13 ブドウの暫定 久保田,福田 岡山農場
12.20 草地の利用管理 岸田 津高牧場
1.17 農作業機械の構造と取扱い 難波,近藤,門田 岡山農場
1.24 和牛の管理 河本 津高牧場
1.31 農業団体や自営農家見学 小松 見 学
班別実習担当者 :吉田,村上
磯 8 鞄 蘭 学 部 歳 聴 衆 習
｢栽培実習｣日程褒 (前期 金曜日 3-4時限)
月日 実 習 内 容
4,16 オリエンテーション
??
?
??? ????
??
??
???
?
?? ?
??
??
キクの挿し芽 ･定植
作付計画
リンゴの受粉
果菜類の定植
ブドウの新梢管理
リンゴの摘果
モモの摘果 ･袋掛け
果菜類の栽培管理
サトイモ培土
水田管理
ブドウの摘粒 ･袋掛け
果菜顎の収穫
ロボットによる省力作業
栄樹の接ぎ木
担当教官
????
??????? ???????????? ??
?
〞
〞
?
??
〞
?
〞〞?
〞
〞
〞
?????????
???
*農場実習のCコ-スと合同で実施
;･.帖町 十 .:/:十 十 ….".lil:.I:;[:i･.I:.I.辛:i∴了･;./ :.I:[l‥畑 二＼い .早 ;.l
職場体験学習は,養護学校が教育の一環として仕 参加人数:高等部2年生の男子2名,女子6名｡指
事に対する心構えや意欲を育てることを目標に,生 導監督のための教官2名｡
徒に初めて校外での職場体験をさせるものである｡ 結果 :事故もなく無事に終了した｡生徒たちもそ
当農場の協力も3年目となり,技官の対応も非常に滑 れぞれ能力に応 じて熱心に作業を行い,満足感を昧
らかなものとなった｡ わったようであった｡技官サイ ドもやはり緊張はす
実施日時 :10月6日～8日 るものの,協力しただけのことがあったと思われる｡
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